











の英断により、身延山大学国際日蓮学研究所 所蔵されるようになった、稀覯本で世に指折りの数 か現存していない叡山版「寛永二年版『法華論』 」に加え、昭和六十三（一九八八）年に 身延山短期大学学園図書館（現、身延山大学附属図書館）の竣成を機に、本館に寄贈されるようになった、坂本日深文庫の貴重本「正保三年版『法華論』 」の影印を収録するなど、この版本『法華論』に対する初の本格的研究を意図している。この版本の持つ 要性について 、各論において述べることにしたい。　
さて、本研究所では、望月海慧所長をユニットリーダーとする「法華経研究班」が 平成二十五（二〇一三）年度より研究活



























































































たものである。その要諦を言えば 本 に対す 本邦初の国訳であ 、清水梁山師の「国訳妙法蓮華経優婆提舎」の底本が、正保三年版に代表される和刻本であることを明らかにしている。但し、中において分類（基本的には 書収録の寛永二年版と正保三年版の二種類に大別）される和刻本のうち、これがいずれの版にあたるかまでは特定していない。ともあれ、この見解によって、日本の近世以降、近代初頭に至 まで 研究のスタンダードテキストというのが、他ならぬ和刻本であったということを再認識させるなど、和刻本 対する新たな価値づけをな 得たと う点 、注目すべきであろう。またこのスタンスは『法華論』に限らずしてあまねく適用できるものと考えられる。　
筆者は多機能を有するＣＢＥＴＡ派であるが、ともかく「大正新脩大蔵経テキストデータベース」の出現は、その「検索」と










華論』の流伝に関する諸問題について考究するもので、 「経曰帰命一切諸仏菩薩」という一文を手がかりとして、この一文に対する金天鶴博士の「第三 テキスト」と う指摘と、こ 一 を出発点とする桑名法晃先生の「版本の研究」を踏まえた上で、本論の中国
・韓国（吉蔵、義寂、円弘） 、或いは日本（円珍）において撰述された注釈書の、日本における変容（和刻本による補
入）について検討し、その成果 取り入れながら、本論のオリジナル形態を想定しつつ、序品を中心として、八世紀初頭 でに流布していたものとみられる①「流支訳『法華論』の古形」 全貌に迫っている。　
その全容については、見やすさを考慮して工夫を凝らしている「 〈資料〉 『法華論』諸本校合（二） 」を参照されたい。資料につ
いては、細心の注意を払ったつもりであるが、不備 ある すれば、ご教示願いたい。なお、資料作成にあたっては、教え子である髙谷郁博、近藤慈英氏の助力を得た。ここに記して感謝の意を表する次第である。　
その他、見直されるべきテキストについては、韓半島において流布 たものとみられる②「留支訳『法華論』の別本」に
ついてこれに初めて論及しており、十二世紀以降に開版された各種大蔵経 中に収録されて る③「摩提訳『法華論』の別本」について検討を加えるなど そ 背景に対する理解が不十分であったテキストについて紹介することで、本論のテキスト 関する研究の抜本的な見直しに迫る新常識を提供し いる。　
なお、詳細については各論に譲りたいが、ここでもう一度、本論の研究史上における版本『法華論』の意義について触れてお













たのであ 。そのような経緯もあって『法華論』は の研究人生におい 、その始まりに位置づけられるのである。本書における筆者の筆は、 以来、粛々と積み上げて 小さい成果の一部をまとめたものである。願わくは、本書が指標となり、本論のテキストに関する研究水準が一段 高まることを期待したい。　
最後に、本書の出版にあたりご協力いただいた関係各位、并びに知力はもとより時間 体力を要する執筆や校正作業にご尽力
いただいた執筆者各位に心より感謝申し上げる次第であ 。なお、本書の編集にあたっては、岡本一平先生に多くの助言を賜った。ここに記して感謝の意を表する次第である。　　
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